
地域密着型通所介護 運営推進会議報告書　（１／２）

会 議 名 称 第8回　ＮＰＯデイサービス あおぞら　運営推進会議

事 業 者 名

サービス種類

ＮＰＯ（特定非営利活動）法人　よりあい倶楽部

地域密着型通所介護（定員１５名）

2021(令和3）年 10月　12日（火）　17：00 ～ 17：45

ＮＰＯデイサービス あおぞら　1階デイサービスフロアー
（〒596-0001　大阪府岸和田市磯上町5丁目19番14号）

開 催 日 時

開 催 場 所

　①地域の代表の方1名…椋橋様（大芝地区福祉委員会委員）
　②地域包括支援センターの方１名…中西様（包括いなば壮北部）
　③岸和田市介護保健課
　④他社のケアマネージャーの方１名…小笠原様（ケアプラン春風）
　⑤大芝地区民生委員の方１名…山本様
　⑥状況報告等のため当法人から６名
　（事業所管理者、事業所相談員、法人理事長、総務部部長、通所統括、ケアマネ）

 ※ 新型コロナ感染症予防のため、会議を中止しました。

　○ 事業所（法人）の“理念”の確認
　（議事次第：会議資料の内容）
　１、現状報告（利用者数推移）
　2021年3月～2021年8月の月別の利用者数の推移
　２、その他現状報告等
　（事業所の特徴、サービス『手ぶらデイ』について、職員体制、
　　新型コロナ感染予防対策(利用者/スタッフ)）
　３、主な活動内容
　2021年3月～2021年8月までの活動内容
　４、今後の予定
　５、前回会議よりの課題と取組、検討事項

　［議題］ コロナ禍における地域福祉活動について
　①「おおしば食堂」（子ども食堂）の活動状況
　　　会議資料でも説明している通り、2020（令和2）年９月から今年の８月まで
　　　ちょうど１年間、新型コロナ感染症の為、活動を休止していました。今年
　　　の９月から活動を再開していますが、以前の様な“みんなで食事をする”
　　　活動は自粛し、プレゼント企画を実施。施設内ではなく、「デイサービス
　　　岸和田」の玄関前で実施している。第６波が懸念されるが、活動が継続
　　　される限り、活動に参加したいと考えている。
　②その他の活動について
　　　高齢者が利用する介護事業者として、コロナ禍での活動は、以前の様
　　　にはいかず、利用者・スタッフの感染防止を第一として取組んでいる為、
　　　地域密着型の施設が期待される地域福祉活動への積極的な参加には、
　　　まったく取り組めていない状況にある。自施設での恒例のイベントも同様
　　　で、スタッフのお子さんやお孫さんと利用者の交流会も2020（令和2）年
　　　から行えておらず、ボランティアゲストの来演もお断りしている。コロナ禍
　　　がある程度収束し、自施設でのイベント事が普通に企画できるようになら
　　　ないと、地域への活動にまで着手できないのが実情です。

作成：ＮＰＯデイサービス あおぞら
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出席者
(資料送付先)

次回開催予定 ２０２２（令和4年)年２・３月の開催を予定
※ 新型コロナの感染状況により、延期・中止されることがあります。

会　議

内　容
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作成：ＮＰＯデイサービス あおぞら
2021（令和3）年 10月 25日

≪デイサービスのコロナ禍での取り組みについて≫

 ① 雲梯（うんてい）の設置
　　 コロナ禍で、外出レクリエーションの実施も難しく、室内でも感染予防の為、
　　 密にならない行動を利用者の方にお願いしています。毎日、全体体操や
　　 個々の身体に合わせた機能訓練を実施していますが、室内で過ごすことが
　　 長くなり、以前より運動不足になる方もいらっしゃいました。歩行や下肢筋力
　　 の維持・向上は健康で生活するために重要で、室内で取り組める“何か”
　　 を検討した結果、雲梯（うんてい）の設置となりました。壁面に設置した雲梯
　　 は、立ち上り（スクワット）や肩の可動域の運動などに重宝しています。

 ② 食事について ～健康は食事から～

　　 「デイサービスあおぞら」の昼食は完全手作り。“旬”や“季節感”を大切に
　　 した美味しい食事を提供しています。調理スタッフが腕によりをかけた昼食
　　 は、利用者の方にも好評です。よりあい倶楽部のホームページのツイッター
　　 に写真を掲載しているので是非ご覧ください。食事前の手指消毒やパーテ
　　 ーションの設置等新型コロナ感染対策もしっかり行っています。
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参加者からの
質問

　長引くコロナ禍で見守りや介助を要する頻度が増えている
　ということですが、心身の機能低下を防ぐためにデイサービス
　内で行っていることや、スタッフの方々の関わり方など工夫さ
　れていることがあれば教えて下さい。

③ その他
　　運動などの取り組み以外にも室内でも飽きずに、退屈せずに過ごせるよう
　　手作りおやつや作品制作など、利用者様と一緒に出来る取り組みを増やし、
　　今まで以上にレクリエーションに力を入れるなど、楽しく過ごして頂けるよう
　　心掛けています。

回 答

7月24日

「しらす丼」

9月9日

「冷やし

ソーメン」

いつも白熱！

「風船バレー」

結構難しい�

「牛乳パック

タワー」
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